






 

 

 

図３ となり合う２つの細胞における DNA 合成 DNA 合成は幹細胞化した細胞だけで観察され、

幹細胞化しなかった細胞では観察されない。(DNA の構成成分に似た EdU という物質を取り込ま

せた後に化学反応により蛍光体を付加し、新たに合成された DNA を区別して観察している)。 

 

 本研究から、ヒメツリガネゴケの分化細胞は、１つの細胞からでも直接幹細胞化する能力が

あり、幹細胞になる運命の細胞は周囲の細胞の幹細胞化を抑制する機能をもつことがわかりま

した。また、抑制機構は葉の軸に対する方向性があり、抑制される細胞における DNA 合成の進

行よりも前に働いていることもわかりました（図４）。 

 

 

図４ 幹細胞化した細胞によるとなりの細胞の幹細胞化抑制 幹細胞がつくる未同定の抑制

シグナルが存在し、すべての細胞が幹細胞にならないように幹細胞化を抑制していると考えら

れます。 
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